
 

運航に関わる火山灰情報の紹介 ～阿蘇山の噴火を例に～ 

 
１． はじめに 

日本では近年火山活動が活発化して

います。昨年9月には長野県御嶽山が噴

火し、多くの方がなくなられました。ま

た今年5月の口永良部島の噴火では、全

島民に避難指示が出されました。現在も

火山活動は活発な状態が継続しており、

警戒が必要です。 
火山噴火は、周辺住民への被害はもち

ろん、上空を飛行する航空機の航空路上

への火山灰の拡散や、空港施設への降灰

も、安全な運航を妨げる重大な災害をも

たらす危険性があります。 
気象庁では、航空機に対する火山灰の

影響を避けるため、民間航空会社、航空

関係機関及び気象監視局に対して航空路上の火山灰に関する情報を提供しています。 
今年9月14日9時43分頃、熊本県阿蘇山で噴火が発生し、噴煙が高度約1万2千フィートま

で達しました（写真1）。このとき発表された情報を例に、気象庁が提供している火山灰情

報発表の流れについて紹介したいと思います。 
 

２． 火山の監視と定時予報 

日本には 110 の活火山があり、気象庁

ではその中の 47 火山について、地震計、

傾斜計、空振計、GPS 観測装置、遠望カ

メラ等の火山観測施設を整備し、また大

学等研究機関や自治体・防災機関等から

のデータ提供も受け、火山活動を 24 時

間体制で常時観測・監視しています（第

1 図）。また国内火山の情報の他に、周辺

の気象監視局や関係機関からは国外の火

山活動の情報も受け取っています。さら

に航行中の航空機からの噴火連絡や、気

象衛星画像も重要な情報源となります。 
これらの火山情報をもとに、国際民間

航空機関（ICAO）が定めた領域（Tokyo 
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写真 1 2015 年 9 月 14 日阿蘇山中岳第一火口付近

の状況（阿蘇山火山活動解説資料より） 

第1図 日本の活火山と気象庁による常時観測火山の分布



VAAC 責任領域：第 2 図）内で火山噴火や火山灰が観測された場合、航空路火山灰情報

（VAA）や火山灰拡散予想を発表しています。中でも今後の運航の安全に影響があると見

込まれるものについては、シグメット情報という空域専用の気象情報を発表します（第 2
図の緑色領域）。 
また噴火の可能性が高いと判断された国内の火山については、定時拡散予測図

（VAGFNR）が発表されます（第 3 図）。これは対象火山で、ある時刻に連続噴火が発生

したと仮定した場合の火山灰の拡散分布を予想したもので、噴火した場合の航空路に対す

る影響領域をあらかじめ推定することが出来ます。なお定時拡散予想図は地表～高度 1 万

8 千フィートの高度について表示され、6 時間ごと（00、06、12、18UTC）に発表されて

います。 
 

第２図 VAA 発表対象領

域（Tokyo VAAC 責任領

域）及びシグメット情報発

表対象領域（FUKUOKA 

FIR） 

図中の赤点は活火山の位置

を示しています 

日本周辺の航空路上には非

常に多くの活火山が分布し

ていることが分かります 

第 3 図 14 日 8 時 45 分

（13 日 2345UTC）発表

の定時拡散予測図 

赤丸で示した領域で阿蘇山

の噴火による火山灰の拡散

が予想されています 



３． 火山噴火時の実況情報 

今年 9 月 14 日 9 時 43 分ごろ、阿蘇山で噴火が発生し、9 時 52 分に VAA の第 1 報（電

文省略）が発表されました。この段階では噴煙が高度 8 千フィートまで上がっており、北

西に拡散している状況が示されました。その後 10 時 47 分には第 3 報が発表され、衛星画

像による火山灰雲の検知によって、火山灰の実況と、18 時間先までの 6 時間ごとの拡散予

想が付加されました（第 4 図緑枠部）。 
噴火時には VAA テキスト報の他に火山灰の実況と拡散予想をそれぞれ図化した火山灰

実況図（VAGI）（第 5 図）と火山灰拡散予測図（VAG）（図省略）が同時に発表されます。

このときの火山灰実況図を見ると、冒頭の航空写真のように最大高度 1 万 2 千フィートの

火山灰が北西に進んでいることが見て分かります。 
また 14 日 11 時に VAA を受けて火山灰シグメット情報が発表されました（第 6 図）。今

回の噴火では、VAA テキスト報をもとにした火山灰実況と 6 時間後の拡散予想が、電文情

報と図情報で表示されています。 

第 4 図 14 日 10 時 47 分（0147UTC）発

表の阿蘇山対象の VAA テキスト報 

第 5 図 14 日 10 時 47 分（0147UTC）発表の火山

灰実況図（VAGI） 

テキスト報内の火山灰実況を図化したものです

第 6 図 14 日 11 時

00 分（0200UTC）発

表の火山灰シグメット

情報 

火山灰雲の実況と 6 時

間後の予想が示されて

います 



４． 噴火後の拡散予想と降灰予想 

 定時拡散予測図（第 3 図）は、火

山噴火を想定してその後の火山灰の

分布を予想するものですが、実際の

火山灰の分布状況をもとに、6 時間

先までの拡散予想を行ったものが狭

域拡散予測図（VAGFN）です。これ

により航空路に対する今後の影響を

詳細に推定することができます。狭

域拡散予測図の詳細については

WEATHER TOPICS 2014 年 11 月

号をご覧下さい。 

 また空港施設や滑走路への降灰の

影響を知るためには、降灰予報（第 7
図）が有効です。今年 3 月より新し

い降灰予報が運用開始となり、量の

予測を含めた予報として、噴火後に、

どこに、どれだけの量の火山灰が降

るかについて、詳細な情報をお伝え

しています。また活動が活発な火山

に対しては、噴火前、噴火直後、噴

火後、の段階ごとに降灰予想を発表

しています。 

 

 

５． おわりに 

 火山噴火に伴う火山灰の影響は、視程の悪化だけではなく、機体の損傷や、エンジンに

吸い込まれると出力の低下または停止し、墜落に至る重大な航空機事故に繋がります。 
 今回紹介した VAA や火山灰実況図、拡散予想図については航空気象情報提供システム

（MetAir）や東京 VAAC のホームページで、降灰予報は MetAir や気象庁ホームページか

ら閲覧することができますので、ぜひご利用下さい。 
 
 
気象庁 東京航空路火山灰情報センター（Tokyo VAAC） 
http://ds.data.jma.go.jp/svd/vaac/data/indexj.html 

 

気象庁 降灰予報の発表状況 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/kouhai/jishin/ashfall.html 

 

 

（東京航空地方気象台予報課） 

 
発 行 東京航空地方気象台 

〒144-0041 
東京都大田区 

羽田空港３－３－１

第 7 図 14 日 10 時 35 分発表の阿蘇山対象の降灰予報（詳

細） 

滑走路上では少量の降灰（図中灰色部）でも離発着

が不可能になります 



10094 10104 299 347 272 811 57 190 18 170 24 - - - 

10110 10121 297 339 267 782 64 180 19 170 26 - - -
10104 10115 295 338 267 783 54 180 21 170 29 - - - 

10092 10102 298 336 273 754 57 190 20 180 29 - - -
10093 10103 299 337 276 755 61 180 25 180 32 - - -
10116 10126 301 341 277 746 60 190 18 180 25 - - -
10133 10143 308 361 271 727 50 160 15 180 20 - - -
10131 10142 276 308 251 788 62 70 19 60 23 - - -
10100 10111 280 321 250 749 56 100 14 110 17 - - -
10075 10085 283 317 261 8210 67 60 22 60 26 10 5 5 

10046 10057 291 328 263 7811 61 80 15 80 18 - - -
10042 10052 290 344 269 7712 49 190 13 180 21 0 0 0 

10021 10032 276 301 261 8413 62 170 20 170 26 25 15 10 

10021 10031 275 317 249 8314 67 170 18 170 23 50 50 25 

10065 10076 278 328 247 7815 54 190 16 170 24 0 0 0 

10083 10093 275 306 246 8416 69 60 16 60 19 25 20 10 

10072 10083 265 300 241 9117 73 190 24 170 35 455 285 140 

10071 10081 282 311 264 7918 66 200 21 200 31 0 0 0 

10113 10124 274 303 257 7819 61 130 13 120 15 0 0 0 

10095 10106 263 273 254 8820 81 120 9 280 14 10 10 5 

10054 10065 270 304 248 8321 66 170 12 170 17 0 0 0 

10007 10017 288 321 264 7922 67 160 21 160 27 - - -
10031 10041 266 296 241 8123 69 30 24 40 30 - - -
10067 10078 245 274 219 7424 59 60 23 60 28 0 0 0 

10102 10113 219 234 191 7425 67 70 18 60 22 5 5 5 

10063 10074 203 220 185 9426 88 340 17 350 23 305 115 30 

10081 10091 238 266 216 8127 71 70 16 20 19 0 0 0 

10112 10123 220 232 205 8628 80 30 16 360 19 5 5 5 

10117 10128 209 222 197 9129 83 360 14 350 18 5 5 5 

10114 10125 218 228 210 9130 84 20 11 20 14 25 25 10 

10136 10147 226 243 211 9231 82 70 12 70 14 15 10 5 

10105 10115 294 335 267 77上旬 10
10063 10074 277 311 255 82中旬 565
10080 10091 237 258 217 84下旬 360
10083 10093 268 300 245 81月 935

361 185極値 49 180 25 170 35 455 285 140
7 26起日 12 5 17 17 17 17
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降雪の 積雪の日/要素 大気現象最大瞬間風速

×0.1㎜
1時間
最大風速 合計

方位
３６

風向

ｋｔ

風速

方位
３６

％

最小 風向
降水量最大風速平均気圧

×0.1℃

最低
気温

％

平均

×0.1℃

最高飛行場
相対湿度

×0.1℃

平均

×0.1hPa

海面

ｋｔ ×0.1㎜
現地

×0.1hPa

航空気象観測月表

10分間
×0.1㎜

最大 深さの 深さ
合計 09ｈ

年 月082015

特
記
事
項

>=0

大気現象出現日数
ｆｔｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

0 0 0 17 23 25 21 10 0 0 0 19 9 3 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

降雪の深さの日合計階級別日数　㎝気温 日数　℃ 最大風速階級別日数　ｋｔ 日降水量階級別日数　㎜

日最低 日平均 日最高 日最低 日平均 日最高 日最高
<0.0 <0.0 <0.0 >=25.0 >=25.0 >=25.0 >=50.0 >=70.0>=30.0 >=20 >=30 >=40 >=50 >=0.0 >=1.0 >=30.0>=10.0>=5.0 >=50 >=100>=100.0 >=0 >=20>=10>=5

0 0 0 0 0 0 0 1344 386 29 88 15 3 0 0 0 5543 3335 0 0 0 0 3 0 0

最低雲高継続時間　分日最深積雪階級別日数　㎝ 視程継続時間　分 ＲＶＲ継続時間　分
ｍ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ

>=5 >=10 >=20 >=50 >=100 <1500 <1000>=200 <5000 <3200 <1600 <1600 <800 <600 <100<200<400 霧 雪<500 <300 雷<100<200

                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    


